
　2018春季生活闘争勝利・総決
起集会ならびに社会的アピール行
動を３月10日(土)に開催しまし
た。暖かな春の日差しを受けた天
神中央公園に、2,650人の組合員
が集い、2018春季生活闘争勝利
に向けて意思統一を図ることがで
きました。集会では、参加者の奮
闘を求める西村会長の挨拶につづ
き、基幹労連野中事務局とセラ
ミック連合相良書記長より、今次
春闘の取り組み状況などの報告が
あり「底上げ・底支え」「格差是
正に向けて全力で闘う」とした決
意が述べられました。また、渡
邉青年委員長の力強い集会決議
が採択され、会場の力強い団結
ガンバロウで集会を終えること
ができました。集会後は、中央
公園から天神を通るルートでデ
モ行進を行い、『すべての労働
者の立場にたって働き方を見直
そう！』『「底上げ・底支え」
「格差是正」でクラシノソコア
ゲ！』と訴えました。
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春到来。これまで過ごして
きた生活環境から一線を画
し、未知の世界へのチャレ

ンジが始まる季節。期待と不安を抱きながら新生
活を始める新人諸君にエールを送りたい。我が家
でも息子が社会人一年生として巣立っていった。
喜びと共に寂しさも感じる昨今であるが、日本の
将来を背負う一員として社会に貢献して貰いたい
と願っている。かくいう私も昨年10月から連合福
岡の新人専従役員として、まさに“次の飛躍へ確か

な一歩”を踏み出したわけだが、多くの方々に支え
られ５ヶ月が経過した。変化が激しく難題山積の
昨今、我流であるが産別役員時代から大切にして
きた「組合活動の心構えＡＢＣ（アクション・バ
ランス・コミュニケーション）」に立ち返り、職
責を果たすとともに、活動を通じて得られた新た
な発見や気づきを活かしながら働くことを軸とす
る安心社会の構築に向けてベストを尽くしていき
たいと考えている。（ＮＹ）
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　３月14日、2018春季生活闘争における最初のヤマ場を迎えました。
　今次闘争では、月例賃金の引き上げにこだわり、「底上げ・底支え」「格差是正」につながる賃上げの流
れを継続させることを主張しています。
　経営側は、個人消費の活性化を通じた経済の自律的成長に向けた社会的な要請や期待については一定程度
の理解を示しつつも、経済や事業の先行き不透明感、過去４年間の賃上げによる賃金水準の上昇などを理由
に、賃上げに対しては極めて慎重な判断が必要との厳しい態度を示し交渉は難航しました。
　しかし組合は、企業・産業の存続と成長のためには同じ職場で働くすべての「人への投資」が必要と粘り
強く交渉を行いました。
　結果、３月16日現在、継続して賃上げの回答を引き出しています。回答水準についても、昨年水準を上
回る基調にあり、交渉継続中の組合にエールを送り、また追い風となる成果となっています。
　すべての働く者の処遇の「底上げ・底支え」「格差是正」を実現するためには、現在までに示された回答
内容を、続く中堅・中小組合はもとより、未組織を含めたすべての働く者の賃金引き上げに確実に波及させ
なければなりません。そのためには、先行する組合が引き出した回答内容を賃上げのうねりとしてあまねく
波及させるために、交渉中の組合は３月決着に向けて全力を尽くし、非正規労働者の雇用の安定と処遇改善
に向けて、正規・非正規の同時決着をめざすことが重要です。また、恒常的な長時間労働の是正や職場全体
の生産性向上につながる働き方の見直しについても、積極的かつ前向きな回答を引出す必要があります。
　連合福岡は今後も構成組織・地域協議会と連携をとりながら、中小・地場組合の交渉を支援し、回答内容
などの情報共有をタイムリーに行うとともに、地場における賃金相場の底上げを波及させるため、効果的な
アピールや情報提供を行っていきます。

　連合福岡では毎年、春季生活闘争に向けた要請行動を経営者団体および労働局に対して実施しています。
　今年も６カ所に要請書を手渡し、人手不足による人材確保や後継者問題などに関して意見交換を行いました。

●人材手不足による後継者問題・人材確保・労働生産
性・外国人労働者等について
●賃金の引上げ及び公正取引の実現について
●中小企業の業績について
●働き方改革(裁量労働制他)について　等

2018春季生活闘争 これ
からが本番！2018春季生活闘争 これ
からが本番！

クラシノソコアゲの実現へ

常識（賃金は上がる）を取り戻し

質　　　問

意見交換内容

①中小・地場企業を支える労働者の賃金水準の引上げ
②非正規労働者の労働条件改善
③すべての労働者の立場にたった「働き方」の見直し
④男女平等の推進

要請内容

経営者団体等への要請行動（2018.３.５～７）

福岡県中小企業団体中央会、福岡労働局
福岡県中小企業家同友会、福岡県経営者協会
福岡県商工会連合会、福岡県商工会議所連合会

要請先及び要請の様子

　２月24日(土)、久留米ビジネスプラザにおいて、地域活性化フォーラムin久留米を開催しました。地域活性化フ
ォーラムとは、2015春季生活闘争より開かれた春闘の必要性や地場産業の活性化と働く者の処遇改善を一層進め
るため社会対話を含めた運動として開催しています。
　連合福岡では、2016年に福岡市で初開催した後、2017年以降は、県内の発展には企業の99.8％を占め、約８
割の雇用を担う中小企業の活性化が不可欠であるという認識のもと、「労働組合・経営者・行政」が地域の発展に
ついて対話をする必要性にたち、各地域協議会と連携し各地でフォーラムを開催しています。
　今回のフォーラムには、地域の構成組織組合員・議員懇談会・行政や関係諸団体など117名の参加により、基調
講演とパネルディスカッションの２部構成で開催しました。参加者の皆さまは地域を真剣に想うパネラーの意見に
頷くなど、会場は終始「地元愛」に溢れた雰囲気でした。

　県民幸福度日本一を目指す福岡県としては、県民が「元気・温かみ・安定」を感じられる施策の推進が必
要であることや、平成30年度福岡県予算における「地域経済の活性化と魅力ある雇用の創出」等について
の説明をいただきました。

内　　　容

講　師：福岡県企画・地域振興部総合政策課長　田代 祐靖 氏
テーマ：福岡県総合計画の概要について

基調講演

地域活性化フォーラムin久留米（2018.２.24）

　コーディネーターから筑後地域の特徴が説明された後、それぞれパネリストが所属する組織の取り組みに
ついての紹介をいただきました。また地域の未来に向けた現状の課題とその解決策に関する質問には、熱い
回答・考えが返ってきました。置かれた立場は違えども、それぞれに深い「地元愛」を感じられる議論でし
た。

Ｑ．筑後地域の雇用
を創出・定着す
るため、最も大
切なことは？

Ｑ．筑後地域を地域
活性化させるた
めに一番大切な
キーワードは？

コーディネーター

内　　　容

テーマ：「雇用創出を核とする地域活性化について」
パネルディスカッション

連合福岡
組織・労働条件局長
山口　朋宏 氏

パ ネ リ ス ト の 回 答

パ ネ リ ス ト

久留米商工会議所
事務局長兼総務部長
宮本　則昭 氏

広域連携
（強みを活かした）

学校と企業の
パイプ（連携）

久留米公共職業安定所
所長

佐伯　　健 氏

雇用の
多様性の追求

働く人の
満足度の追求

久留米市議会議員
古賀　敏久 氏

賃金

契約
（公契約条例）

連合福岡 北筑後
地域協議会議長
鹿田　　哲 氏

底上げ

連帯
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SCHEDULE　これからの主な日程

※ 申し込み、問い合わせは、最寄りの地域協議会・
労福協（地域労福協）に電話で予約して下さい。
　　　10時～17 時（土日祝日を除く）

エ リ ア ３月 ４月 エ リ ア ３月 ４月

福　　　岡
13日(火) 10日(火)

遠　賀　川 30日(金) 37日(金)
20日(火) 24日(火)

筑紫・朝倉 ６日(火) ３日(火) 北　九　州 20日(火) 18日(水)
北　筑　後 20日(火) 17日(火) 京築・田川 ７日(水) ４日(水)
南　筑　後 14日(水) 11日(水) ※開催済みの日程も掲載しております

「れんごうふくおか」は再生紙を使用しております。

れんごうふくおか 2018

労働者福祉団体役員「選考委員会」
第４回政治センター委員会
第５回四役会議
交通・運輸部門連絡会「親子ふれあい交流会」
第２回男女平等参画推進委員会
第６回執行委員会
青年委員会「国際交流」
政策委員会　第１回労働・教育委員会
政策委員会　第１回医療・地域活性化委員会
政策委員会　第１回環境・安全委員会
第２回中小共闘センター幹事会
第４回女性委員会役員・幹事会
第２回政策委員会
第６回四役会議
第７回執行委員会
第８９回福岡メーデー

3月26日
〃  
〃  
27日
28日
29日

4月   7日
   9日
11日
12日
13日
〃  
19日
24日
26日
28日

2018年3月9日
１．労働に関わる項目が維持されたことは評価
　3月8日、米国を除くＴＰＰ参加11カ国はチリにおいて「包括的及び先進的な環太平洋パートナー
シップ協定」（ＴＰＰ11協定）に署名した。昨年11月の大筋合意以降、継続協議となった労働章に
関する紛争処理など4項目について合意がはかられた中で、労働に関わる項目が基本的に維持された
ことは評価できる。 

２．政府には国民への説明責任を果たすことが求められる
　協定文の確定を受けて政府は、協定の承認を求める議案や関連法案を今国会に提出し、その早期成立
をめざすとしている。政府には、国会において、協定内容はもとより、その解釈などの詳細を明らかに
するとともに、国民生活や産業への影響および懸念される事項への対応について丁寧な説明を尽くすなど、
説明責任を果たすことが求められる。
　また、政府は、協定が定める各国における労働基準を促進・監視するための国内機構の確立に取り組
む必要がある。 

３．懸念事項についての取り扱いを引き続き注視
　ＴＰＰにかかる連合の懸念事項の中で、いわゆる「単純労働者」の受入れや、医師・看護師などの「国
家間の資格の相互承認」について、直接的な規定は設けられていないが、引き続きその取り扱いを注視
する必要がある。
　さらに、協定にＩＬＯ中核的労働基準の遵守が盛り込まれたことを踏まえ、連合は、政府に対して、
未批准の2条約（第105号：強制労働廃止、第111号：雇用及び職業についての差別待遇）の早期批准を
強く求めていく。 

４．ＩＴＵＣ、ＧＵＦｓなど関係組織と引き続き連携
　連合は引き続き、この経済連携協定がわが国の持続的成長と雇用創出はもとより、アジア太平洋地域
における公正で持続可能な発展とディーセント・ワークの実現に寄与するものとなるよう、国際労働組
合総連合（ＩＴＵＣ）、国際産業別労働組合組織（ＧＵＦｓ）など関係組織と連携をはかりながら、政府・
政党への要請や政策協議などを通じて必要な対応を求めていく。

以 上

ＴＰＰ11協定の署名に関する相原事務局長談話ＴＰＰ11協定の署名に関する相原事務局長談話
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